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私
学
事
業
団
で
は
、
平
成
二
十
四
年
十
二

月
に
、
平
成
二
十
四
年
度
版
「
今
日
の
私
学

財
政
（
大
学
・
短
期
大
学
編
、
高
等
学
校
・

中
学
校
・
小
学
校
編
）」
を
刊
行
し
ま
し
た
。

そ
の
集
計
結
果
を
基
に
、
消
費
収
支
計
算

書
か
ら
帰
属
収
支
差
額
比
率
に
つ
い
て
、
貸

借
対
照
表
か
ら
運
用
資
産
と
要
積
立
額
に
つ

い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
度
よ
り
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
（
Ｐ

Ｄ
Ｆ
・
Ｃ
Ｓ
Ｖ
デ
ー
タ
）
で
の
発
行
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
活
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

法
人
別
の
帰
属
収
支
差
額
比
率
（
表
１
）

帰
属
収
支
差
額
比
率
は
、
帰
属
収
入
か
ら

消
費
支
出
を
差
し
引
い
た
帰
属
収
支
差
額
の

帰
属
収
入
に
対
す
る
割
合
で
す
。
こ
の
比
率

が
プ
ラ
ス
で
大
き
く
な
る
ほ
ど
自
己
資
本
は

充
実
さ
れ
ま
す
が
、
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
と
、

自
己
資
本
を
取
り
崩
す
こ
と
に
な
り
、
さ
ら

に
マ
イ
ナ
ス
が
長
期
間
続
い
て
い
く
と
、
経

営
が
逼
迫
し
、
資
金
繰
り
に
も
困
難
を
き
た

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
比
率

は
、
学
校
法
人
の
収
支
状
況
を
端
的
に
表
す

数
値
で
す
。

⑴　

大
学
法
人

大
学
法
人
全
体
の
帰
属
収
支
差
額
比
率

は
、二
十
二
年
度
の
四
・
六
％
か
ら
三
・
一
％

へ
と
下
降
し
ま
し
た
。

ま
た
、
帰
属
収
支
差
額
比
率
が
マ
イ
ナ
ス

の
法
人
割
合
は
五
四
一
法
人
中
二
二
六
法
人

で
、
四
一
・
八
％
と
二
十
二
年
度
の
三
八
・

二
％
か
ら
上
昇
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

帰
属
収
支
差
額
比
率
が
マ
イ
ナ
ス
二
〇
％
未

満
の
法
人
は
、
五
四
法
人
と
二
十
二
年
度
の

五
七
法
人
か
ら
三
法
人
減
少
し
ま
し
た
が
、

相
変
わ
ら
ず
大
学
法
人
全
体
の
一
割
を
占
め

て
い
ま
す
。

上
昇
の
要
因
は
、
退
職
給
与
引
当
金
の
計

上
基
準
の
変
更
に
よ
り
、
退
職
給
与
引
当
金

繰
入
額
が
二
十
二
年
度
に
比
べ
二
十
三
年
度

に
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

⑵　

短
期
大
学
法
人

短
期
大
学
法
人
全
体
の
帰
属
収
支
差
額
比

率
は
二
十
二
年
度
の
〇
・
〇
％
か
ら
四
・
五
％

と
上
昇
し
、収
支
状
況
が
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
帰
属
収
支
差
額
比
率
が
マ
イ
ナ
ス

の
法
人
割
合
は
一
二
〇
法
人
中
五
五
法
人

で
、四
五
・
八
％
と
二
十
二
年
度
の
四
八
・
七
％

か
ら
改
善
は
し
ま
し
た
が
、
半
数
に
近
く
厳

し
い
状
況
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち
、

帰
属
収
支
差
額
比
率
が
マ
イ
ナ
ス
二
〇
％
未

満
の
法
人
は
、
二
十
二
年
度
の
一
四
法
人
か

ら
一
一
法
人
と
三
法
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度
決
算
集
計
か
ら
み
た

大
学
・
短
期
大
学
・
高
等
学
校
の
財
務
状
況

表１　帰属収支差額比率及びマイナスの割合（法人別）

年
度

大学法人 短期大学法人 高等学校法人

計 帰属収支
差額比率

0%
未満

同
割合

△20%
未満

同
割合 計 帰属収支

差額比率
0%
未満

同
割合

△20%
未満

同
割合 計 帰属収支

差額比率
0%
未満

同
割合

△20%
未満

同
割合

法人 ％ 法人 ％ 法人 ％ 法人 ％ 法人 ％ 法人 ％ 法人 ％ 法人 ％ 法人 ％
3 352 18.7 17 4.8 2 0.6 259 29.4 10 3.9 2 0.8 616 18.1 69 11.2 11 1.8 

4 357 15.6 17 4.8 2 0.6 262 26.0 12 4.6 0 0.0 619 15.7 75 12.1 9 1.5 

5 363 15.4 24 6.6 2 0.6 259 24.1 11 4.2 0 0.0 621 14.4 78 12.6 6 1.0 

6 378 15.1 17 4.5 4 1.1 247 22.1 8 3.2 1 0.4 631 13.1 78 12.4 7 1.1 

7 385 15.7 20 5.2 4 1.0 242 18.5 16 6.6 2 0.8 644 14.0 97 15.1 8 1.2 

8 393 14.8 24 6.1 3 0.8 236 14.6 33 14.0 5 2.1 646 10.5 141 21.8 10 1.5 

9 399 13.6 28 7.0 4 1.0 234 19.3 38 16.2 6 2.6 640 6.4 174 27.2 18 2.8 

10 409 12.7 31 7.6 6 1.5 227 7.5 65 28.6 16 7.0 644 5.9 179 27.8 25 3.9 

11 418 12.0 37 8.9 7 1.7 219 7.4 72 32.9 21 9.6 641 6.8 186 29.0 25 3.9 

12 435 11.7 69 15.9 8 1.8 204 4.5 81 39.7 22 10.8 637 6.4 199 31.2 17 2.7 

13 456 9.9 109 23.9 25 5.5 189 3.2 85 45.0 25 13.2 626 4.1 228 36.4 37 5.9 

14 469 8.1 124 26.4 37 7.9 178 4.0 79 44.4 25 14.0 618 3.2 231 37.4 35 5.7 

15 482 8.3 121 25.1 32 6.6 164 2.8 57 34.8 18 11.0 618 3.2 245 39.6 33 5.3 

16 495 7.3 123 24.8 30 6.1 155 7.0 56 36.1 16 10.3 622 3.5 279 44.9 47 7.6 

17 504 7.8 138 27.4 25 5.0 147 4.8 51 34.7 16 10.9 626 3.8 313 50.0 61 9.7 

18 516 6.6 167 32.4 30 5.8 142 3.1 65 45.8 18 12.7 648 2.1 321 49.5 56 8.6 

19 527 5.8 182 34.5 39 7.4 136 1.4 64 47.1 9 6.6 641 1.0 312 48.7 58 9.0 

20 531 0.8 235 44.3 69 13.0 127 △ 3.1 71 55.9 23 18.1 647 △ 0.5 333 51.5 69 10.7 

21 536 3.7 215 40.1 56 10.4 127 0.6 69 54.3 15 11.8 644 3.0 268 41.6 35 5.4 

22 532 4.6 203 38.2 57 10.7 119 0.0 58 48.7 14 11.8 640 6.8 244 38.1 40 6.3 

23 541 3.1 226 41.8 54 10.0 120 4.5 55 45.8 11 9.2 650 6.5 255 39.2 35 5.4 
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⑶　

高
等
学
校
法
人

高
等
学
校
法
人
全
体
の
帰
属
収
支
差
額
比

率
は
、
二
十
二
年
度
の
六
・
八
％
か
ら
六
・

五
％
へ
と
わ
ず
か
に
下
降
し
ま
し
た
。

ま
た
、
帰
属
収
支
差
額
比
率
が
マ
イ
ナ
ス

の
法
人
割
合
は
六
五
〇
法
人
の
う
ち
二
五
五

法
人
で
三
九
・
二
％
と
、
二
十
二
年
度
の
三

八
・
一
％
か
ら
上
昇
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

帰
属
収
支
差
額
比
率
が
マ
イ
ナ
ス
二
〇
％
未

満
の
法
人
は
三
五
法
人
と
、
二
十
二
年
度
の

四
〇
法
人
か
ら
五
法
人
減
少
し
、
全
体
に
占

め
る
割
合
は
五
・
四
％
と
下
降
し
て
い
ま
す
。

　

部
門
別
の
帰
属
収
支
差
額
比
率
（
表
２
）

⑴　

大
学
部
門

大
学
全
体
の
帰
属
収
支
差
額
比
率
は
三
年

度
の
二
一
・
八
％
を
ピ
ー
ク
に
下
降
を
続
け
、

二
十
三
年
度
で
四
・
五
％
と
最
低
と
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
帰
属
収
支
差
額
比
率
が
マ
イ
ナ
ス

の
大
学
は
、
二
十
二
年
度
の
二
二
七
校
か
ら

二
十
三
年
度
は
二
五
〇
校
と
大
幅
な
増
加
に

よ
り
、
そ
の
割
合
は
四
二
・
二
％
と
上
昇
し
、

大
学
部
門
全
体
の
四
割
を
超
え
る
状
況
と
な

り
、
悪
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
帰
属

収
支
差
額
比
率
が
マ
イ
ナ
ス
二
〇
％
未
満
の

大
学
は
二
十
三
年
度
で
九
九
校
と
二
十
二
年

度
の
九
八
校
か
ら
わ
ず
か
に
増
加
し
ま
し

た
。

⑵　

短
期
大
学
部
門

短
期
大
学
全
体
の
帰
属
収
支
差
額
比
率
は

二
十
二
年
度
の
マ
イ
ナ
ス
四
・
〇
％
か
ら
二

十
三
年
度
は
二
・
四
％
と
プ
ラ
ス
に
転
じ
、

収
支
状
況
は
改
善
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
帰
属
収
支
差
額
比
率
が
マ
イ
ナ
ス

の
短
期
大
学
は
、
二
十
二
年
度
の
二
〇
七
校

か
ら
二
十
三
年
度
は
一
九
三
校
と
減
少
し
、

そ
の
割
合
は
五
七
・
八
％
か
ら
五
四
・
七
％

と
改
善
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
帰
属
収

支
差
額
比
率
が
マ
イ
ナ
ス
二
〇
％
未
満
の
短

期
大
学
は
二
十
二
年
度
の
一
〇
二
校
か
ら
二

十
三
年
度
は
九
五
校
へ
と
減
少
し
、
そ
の
割

合
も
二
八
・
五
％
か
ら
二
六
・
九
％
と
下
降

し
て
い
ま
す
。
短
期
大
学
の
収
支
状
況
は
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
今
後
の

動
向
に
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑶　

高
等
学
校
部
門

高
等
学
校
全
体
の
帰
属
収
支
差
額
比
率

は
、
二
十
年
度
で
マ
イ
ナ
ス
一
・
七
％
と
最

低
と
な
り
ま
し
た
が
、二
十
一
年
度
で
は
〇
・

六
％
と
プ
ラ
ス
に
戻
り
、
二
十
二
年
度
に
お

い
て
も
一
・
九
％
と
引
き
続
き
上
昇
し
ま
し

た
が
、
二
十
三
年
度
で
は
、
一
・
三
％
と
わ

ず
か
に
下
降
し
ま
し
た
。

二
十
一
年
度
か
ら
三
か
年
度
連
続
プ
ラ
ス

と
な
り
、
人
件
費
等
支
出
を
抑
制
し
て
経
営

の
改
善
に
努
め
て
い
る
状
況
が
う
か
が
え
ま

す
。

　

運
用
資
産
と
要
積
立
額
（
表
３
）

貸
借
対
照
表
よ
り
、
学
校
法
人
が
本
来
積

み
立
て
て
お
く
べ
き
減
価
償
却
累
計
額
や
退

表２　帰属収支差額比率及びマイナスの割合（部門別）

年
度

大学部門 短期大学部門 高等学校部門

計 帰属収支
差額比率

0%
未満

同
割合

△20%
未満

同
割合 計 帰属収支

差額比率
0%
未満

同
割合

△20%
未満

同
割合 計 帰属収支

差額比率
0%
未満

同
割合

△20%
未満

同
割合

3
校 ％ 校 ％ 校 ％ 校 ％ 校 ％ 校 ％ 校 ％ 校 ％ 校 ％
372 21.8 48 12.9 15 4.0 489 30.6 51 10.4 19 3.9  1,244 20.4 165 13.3 24 1.9 

4 378 19.5 52 13.8 21 5.6 495 28.4 52 10.5 18 3.6  1,255 17.0 182 14.5 24 1.9 

5 384 19.6 54 14.1 21 5.5 497 26.9 59 11.9 20 4.0  1,260 15.1 194 15.4 22 1.7 

6 400 19.4 62 15.5 27 6.8 497 25.3 64 12.9 21 4.2  1,267 13.8 193 15.2 25 2.0 

7 409 20.7 55 13.4 22 5.4 497 22.7 79 15.9 31 6.2  1,283 13.7 224 17.5 23 1.8 

8 419 20.0 63 15.0 22 5.3 498 19.2 111 22.3 34 6.8  1,286 11.4 280 21.8 38 3.0 

9 425 19.4 48 11.3 22 5.2 499 16.0 136 27.3 51 10.2  1,279 9.0 336 26.3 52 4.1 

10 438 18.9 63 14.4 26 5.9 495 11.7 170 34.3 74 14.9  1,283 7.1 377 29.4 60 4.7 

11 450 17.5 63 14.0 27 6.0 492 9.2 195 39.6 94 19.1  1,286 7.3 390 30.3 63 4.9 

12 470 18.2 89 18.9 33 7.0 487 3.1 245 50.3 122 25.1  1,287 6.8 424 32.9 71 5.5 

13 492 16.3 113 23.0 49 10.0 468 0.4 249 53.2 137 29.3  1,273 4.1 480 37.7 98 7.7 

14 507 13.7 133 26.2 56 11.0 460 0.9 244 53.0 128 27.8  1,268 3.3 513 40.5 105 8.3 

15 521 13.3 151 29.0 61 11.7 447 2.3 205 45.9 112 25.1  1,267 2.5 530 41.8 118 9.3 

16 537 11.4 152 28.3 63 11.7 435 6.8 193 44.4 106 24.4  1,269 1.5 594 46.8 149 11.7 

17 547 10.9 165 30.2 62 11.3 419 2.5 190 45.3 100 23.9  1,270 0.7 649 51.1 193 15.2 

18 561 9.8 179 31.9 80 14.3 404 0.0 212 52.5 104 25.7  1,290 0.3 670 51.9 169 13.1 

19 572 8.0 194 33.9 83 14.5 380 △ 2.4 203 53.4 103 27.1  1,273 △ 0.8 701 55.1 185 14.5 

20 577 5.1 229 39.7 93 16.1 376 △ 5.4 227 60.4 118 31.4  1,272 △ 1.7 693 54.5 176 13.8 

21 586 6.4 230 39.2 97 16.6 371 △ 5.9 223 60.1 116 31.3  1,279 0.6 625 48.9 137 10.7 

22 579 6.4 227 39.2 98 16.9 358 △ 4.0 207 57.8 102 28.5  1,244 1.9 578 46.5 125 10.0 

23 592 4.5 250 42.2 99 16.7 353 2.4 193 54.7 95 26.9  1,263 1.3 599 47.4 146 11.6 
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職
給
与
引
当
金
等
の
金
額
（
要
積
立
額
）
と

そ
れ
に
対
応
し
た
各
種
引
当
特
定
資
産
や
現

金
預
金
、
有
価
証
券
な
ど
の
運
用
資
産
の
保

有
状
況
を
み
た
も
の
で
す
。

通
常
の
財
政
状
態
で
あ
れ
ば
要
積
立
額
を

超
え
る
運
用
資
産
を
保
有
し
、
建
物
の
取
替

え
更
新
等
に
備
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
帰
属
収
支
差
額
の
マ
イ
ナ
ス
が
続
く
場

合
な
ど
は
、
各
年
度
の
減
価
償
却
費
相
当
額

を
蓄
積
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
学
法
人
で
は
、法
人
数
の
増
加
も
あ
り
、

運
用
資
産
は
増
加
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
要

積
立
額
の
増
加
に
追
い
つ
い
て
い
け
ず
、
十

四
年
度
に
運
用
資
産
が
不
足
に
転
じ
、
以
後

不
足
額
は
拡
大
し
て
い
ま
す
。

短
期
大
学
法
人
で
は
、
法
人
数
の
減
少
に

伴
い
、
運
用
資
産
、
要
積
立
額
と
も
に
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
十
二
年
度
時
点
で
は
運

用
資
産
は
要
積
立
額
を
上
回
っ
て
い
ま
し
た

が
、
学
生
数
の
減
少
か
ら
、
経
営
環
境
が
厳

し
く
な
り
、
十
八
年
度
に
は
運
用
資
産
が
不

足
に
転
じ
、
以
後
不
足
額
は
拡
大
し
て
い
ま

す
。高

等
学
校
法
人
で
は
、
運
用
資
産
は
横
ば

い
傾
向
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
要
積
立
額
は

減
価
償
却
累
計
額
の
増
加
に
伴
い
増
加
傾
向

に
あ
り
、
十
三
年
度
に
運
用
資
産
が
不
足
に

転
じ
、
以
後
不
足
額
は
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

ま
と
め

帰
属
収
支
差
額
は
法
人
の
収
支
状
況
を
端

的
に
表
し
ま
す
。
帰
属
収
支
差
額
が
マ
イ
ナ

ス
に
な
り
、
そ
の
マ
イ
ナ
ス
分
を
過
去
の
自

己
資
本
の
蓄
積
を
取
り
崩
し
て
補
う
状
況
が

続
け
ば
、
施
設
・
設
備
等
の
建
替
え
な
ど
が

で
き
な
く
な
り
老
朽
化
が
進
む
ほ
か
、
教
育

活
動
に
も
支
障
が
生
じ
る
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
減
価
償
却
の
状
況
を
み
る
と
、

施
設
設
備
等
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

ま
た
、
過
去
に
蓄
積
し
た
運
用
資
産
は
、

こ
の
厳
し
い
競
争
環
境
を
乗
り
切
る
た
め
の

大
事
な
資
源
で
す
。
学
校
法
人
は
経
費
削
減

に
努
め
、
教
育
内
容
の
充
実
・
特
色
化
を
図

る
こ
と
で
学
校
経
営
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
理
事
長
や
学
長
・
校
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
で
、
教
職
員
全
体
で
情
報

を
共
有
し
、
経
営
と
教
学
が
一
体
と
な
っ
て

改
革
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
学
校
法
人
基
礎
調

査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
各
学
校
法
人
の
皆

様
に
は
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
決
算
集
計
を
学
校
法

人
の
経
営
改
善
・
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み

へ
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、
お
役
立
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

表３　運用資産と要積立額 （単位：法人、億円）
年度 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

大
学
法
人

法人数 435 456 469 482 495 504 516 527 531 536 532 541
運用資産　（A） 74,282 76,863 78,696 79,894 82,248 84,191 86,277 87,754 86,620 87,400 87,724 91,679 
要積立額　（B） 70,318 74,490 78,937 83,427 88,287 92,865 97,053 101,409 105,128 108,556 111,795 118,641 
　減価償却累計額 45,209 48,800 52,405 56,048 59,904 63,393 66,841 70,258 73,875 77,479 79,599 84,067 
　第2号基本金 7,653 7,690 8,052 8,364 8,974 9,635 9,600 9,878 9,458 8,832 9,144 9,018 
　第3号基本金 7,060 7,288 7,515 7,835 8,168 8,636 9,466 10,106 10,592 11,132 11,890 12,919 
　退職給与引当金 10,396 10,712 10,965 11,180 11,241 11,201 11,146 11,167 11,203 11,113 11,161 12,637 
不足額（（B）-（A）） △ 3,964 △ 2,373 241 3,533 6,039 8,674 10,776 13,655 18,508 21,156 24,070 26,962 

短
期
大
学
法
人

法人数 204 189 178 164 155 147 142 136 127 127 119 120
運用資産　（A） 6,629 5,938 5,468 4,635 4,516 4,361 3,989 3,622 3,312 3,395 3,154 3,196 
要積立額　（B） 5,273 5,015 4,809 4,393 4,221 4,161 4,168 4,111 3,838 4,081 3,974 4,101 
　減価償却累計額 3,865 3,753 3,745 3,522 3,382 3,374 3,344 3,367 3,156 3,397 3,311 3,406 
　第2号基本金 742 649 500 372 348 329 369 324 289 298 288 256 
　第3号基本金 133 121 114 107 121 133 145 136 134 139 142 206 
　退職給与引当金 533 492 450 392 370 325 310 284 259 247 233 233 
不足額（（B）-（A）） △ 1,356 △ 923 △ 659 △ 242 △ 295 △ 200 179 489 526 686 820 905 

高
等
学
校
法
人

法人数 637 626 618 618 622 626 648 641 647 644 640 650
運用資産　（A） 9,818 9,562 9,330 9,423 9,367 9,570 9,877 9,699 9,480 9,678 9,978 10,315 
要積立額　（B） 9,376 10,104 9,970 10,324 10,676 10,966 11,772 12,114 12,602 13,033 13,371 13,939 
　減価償却累計額 7,258 7,974 7,981 8,388 8,770 9,215 9,984 10,372 10,902 11,356 11,712 12,285 
　第2号基本金 1,177 1,195 1,062 1,008 962 913 929 886 866 851 826 803 
　第3号基本金 426 416 427 437 452 344 345 332 319 321 331 333 
　退職給与引当金 515 519 500 491 492 494 514 524 515 505 502 518 
不足額（（B）-（A）） △ 442 542 640 901 1,309 1,396 1,895 2,415 3,122 3,355 3,393 3,624 

（注）運用資産とは、固定資産のうち有価証券と各種引当特定資産、流動資産のうち有価証券と現金預金である。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー　

私
学
情
報
室

☎
〇
三（
三
二
三
〇
）七
八
四
〇
〜
七
八
四
三

Ｅ
メ
ー
ル　

k-chousa@
shigaku.go.jp
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私
学
事
業
団
で
は
、昨
年
度
に
続
き
、「
第

三
回
私
学
リ
ー
ダ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
全
国

四
か
所
の
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
五
回
に
わ
た

り
開
催
し
ま
し
た
。

少
子
化
や
経
済
情
勢
等
の
影
響
を
受
け
、

私
立
学
校
の
経
営
を
め
ぐ
る
環
境
が
一
層
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
中
、
私
学
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
経
営
改
革
に
取
り
組
む
た
め
の
基
礎
で

あ
る
財
務
と
大
学
の
魅
力
向
上
の
た
め
の
最

重
要
課
題
で
あ
る
教
育
研
究
の
質
の
向
上
等

に
つ
い
て
知
識
を
深
め
、
本
音
で
具
体
的
な

課
題
を
交
え
て
意
見
交
換
す
る
場
を
設
け
ま

し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
問
題
点
を
認
識
し
改

革
の
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
た
だ
く
た
め
、
昨
年

十
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
昨
年
五
月
に
、
大
学
及
び

短
期
大
学
法
人
等
の
理
事
長
（
理
事
）
若
し

く
は
学
長
（
副
学
長
）
を
対
象
と
し
て
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
一
八
九
法
人
と
い
う
多
数
の

応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
会
場
の
関
係

に
よ
り
一
〇
一
法
人
一
一
〇
名
の
参
加
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
（
上
表
）。

セ
ミ
ナ
ー
一
日
目
は
、「
学
校
経
営
講
座

（
学
校
法
人
会
計
基
準
・
財
務
分
析
・
私
学

経
営
）」
の
各
講
演
に
引
き
続
き
、
私
学
経

営
情
報
セ
ン
タ
ー
職
員
と
個
別
の
法
人
が
各

ブ
ー
ス
に
分
か
れ
て
財
務
状
況
等
の
分
析
を

行
う
個
別
法
人
分
析
会
を
行
い
、
そ
の
後
、

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
希
望
す
る
法
人
に
は
、
本
事
業
団

の
「
専
門
家
人
材
バ
ン
ク
」
に
登
録
し
て
い

る
、
私
学
経
営
に
関
す
る
専
門
知
識
を
有
す

る
外
部
有
識
者
と
の
個
別
相
談
の
場
を
設
け

ま
し
た
。

二
日
目
は
、
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、「
私

学
に
求
め
ら
れ
る
も
の
」
と
「
大
学
の
魅
力

向
上
に
向
け
て
」
の
各
講
演
と
な
り
、
続
く

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
講
師
全
員
と
参
加
者

に
よ
る
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

　

講
演
「
学
校
経
営
講
座

　
　
　
　
　
　

（
学
校
法
人
会
計
基
準
）」

•
財
務
を
詳
し
く
考
え
る
時
間
も
な
く
、
何

と
な
く
知
っ
て
い
た
が
学
校
経
営
で
は
知

る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

•
体
系
的
に
ま
と
め
て
会
計
基
準
の
こ
と
を

学
ぶ
機
会
が
少
な
い
の
で
、
大
変
勉
強
に

な
っ
た
。
学
校
法
人
の
幹
部
や
幹
部
候
補

者
に
聞
か
せ
た
い
。

　

講
演
「
学
校
経
営
講
座
（
財
務
分
析
）」

•
改
善
策
を
考
え
る
と
き
自
大
学
の
財
務
分

析
は
絶
対
必
要
。特
に
中
期
計
画
の
立
案
、

修
正
時
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
今
回

は
主
要
な
財
務
の
見
方
だ
っ
た
が
、
大
変

勉
強
に
な
っ
た
。
自
校
の
数
値
は
大
変
厳

し
い
と
認
識
し
て
い
た
が
、
そ
の
ジ
ャ
ッ

ジ
に
は
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

•
経
営
判
断
指
標
に
よ
り
経
営
状
態
が
わ

か
っ
た
。
こ
れ
を
基
に
こ
れ
か
ら
ど
う
改

革
し
て
い
く
か
を
考
え
る
参
考
と
な
っ
た
。

•
中
堅
・
若
手
の
意
識
を
学
園
全
体
の
理
解

向
上
に
資
す
る
機
会
を
至
急
設
け
た
い
。

　

講
演
「
学
校
経
営
講
座
（
私
学
経
営
）」

•
財
務
面
以
外
の
大
学
改
革
の
課
題
に
つ
い

て
参
考
に
な
っ
た
（
中
教
審
答
申
、
大
学

ポ
ー
ト
レ
ー
ト
、
Ｆ
Ｄ
、
Ｓ
Ｄ
、
ラ
ー
ニ

ン
グ
コ
モ
ン
ズ
、
寄
附
）。

•
八
月
の
中
教
審
答
申
の
説
明
の
ポ
イ
ン
ト

が
示
さ
れ
て
い
て
良
く
わ
か
っ
た
。ま
た
、

大
学
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
の
件
は
知
ら
な
か
っ

た
の
で
、
大
変
助
か
っ
た
。

•
大
き
な
流
れ
と
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
つ

い
て
、
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
前
向

き
に
取
り
組
み
た
い
。

　

個
別
法
人
分
析
会

•
学
内
で
認
識
し
て
い
る
の
と
違
う
視
点
か
ら

意
見
を
聞
け
る
の
で
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

•
法
人
の
こ
れ
ま
で
の
不
適
切
な
財
務
状
況

が
分
か
っ
た
。
改
善
し
て
い
く
た
め
の
努

力
を
し
っ
か
り
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
を

改
め
て
認
識
し
た
。

•
現
在
、
本
学
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
諸
点
に

つ
い
て
、
他
大
学
と
比
較
し
た
も
の
な
ど
適

切
な
分
析
資
料
を
用
意
し
て
い
た
だ
い
た
上

に
、
一
つ
一
つ
の
問
題
に
大
変
納
得
の
い
く

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
た
。

　

講
演｢

私
学
に
求
め
ら
れ
る
も
の｣

•
大
学
の
改
革
に
向
け
て
の
学
長
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
実
行
力
の
大
切
さ
を
改
め
て
知

ら
さ
れ
た
。

•
中
小
大
学
の
生
き
残
り
を
積
極
的
に
さ
れ

て
い
る
状
況
に
頭
が
さ
が
る
。
本
学
で
の

手
法
を
も
っ
と
考
え
た
い
。

•
改
め
て
私
学
人
の
心
得
を
確
認
出
来
る
内

容
で
あ
っ
た
。
テ
ク
ニ
カ
ル
に
走
っ
た
話

で
は
な
く
、
実
際
に
実
行
し
て
き
た
方
の

言
葉
の
力
を
感
じ
さ
せ
た
。

　

講
演｢

大
学
の
魅
力
向
上
に
向
け
て｣

•
小
規
模
大
学
に
お
い
て
も
中
央
大
学
の
実

践
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
う
。
当
学

園
の
進
路
支
援
セ
ン
タ
ー
に
も
、
本
日
の

第
三
回　

私
学
リ
ー
ダ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
の
報
告

【参加法人数】

会　場 日　程 応　募 参　加
法人数 人数 法人数 人数

京　都 10/ 3～10/ 4 19 21 18 20
大　阪 10/24～10/25 31 35 20 21
東京Ⅰ 11/ 7～11/ 8 44 48 20 21
福　岡 11/28～11/29 26 31 20 24
東京Ⅱ 12/17～12/18 69 71 23 24

計 189 206 101 110
※各会場の定員は 20 法人として募集した。
（参考）

区　　分 総法人数 総学校数 応募法人数 参加法人数
大　　学 556 607 164 87
短期大学 117 356 25 14
高等専門学校 1 3 0 0

計 674 966 189 101
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資
料
を
提
供
し
て
教
職
協
同
を
高
め
た
い
。

•
大
学
が
今
、
何
を
な
す
べ
き
か
に
つ
い
て
具

体
的
な
提
示
が
な
さ
れ
よ
く
理
解
で
き
た
。

•
実
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
す
ば
ら
し
い
と

思
う
。具
体
的
に
シ
ラ
バ
ス
の
チ
ェ
ッ
ク
、

Ｆ
Ｄ
、
Ｓ
Ｄ
、
そ
し
て
何
よ
り
も
大
学
全

体
の
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
の
見
直
し
と

仕
組
み
作
り
を
再
検
討
し
た
い
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

•
同
じ
よ
う
な
悩
み
を
持
つ
学
校
、
課
題
を

抱
え
て
い
る
学
校
が
多
い
こ
と
が
判
っ

た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
模
索
は
し
て
い
る
が
妙

案
は
見
出
し
が
た
く
苦
労
し
て
い
る
様
子

が
う
か
が
え
、
複
雑
な
思
い
で
あ
っ
た
。

•
他
大
学
の
先
生
方
が
悩
ん
で
い
る
内
容
を

伺
い
、共
通
す
る
も
の
が
あ
る
と
思
っ
た
。

社
会
に
役
立
つ
人
材
の
育
成
は
大
学
の
課

題
と
し
て
今
後
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。

•
い
ろ
い
ろ
と
細
か
い
点
に
つ
い
て
掘
り
下

げ
た
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
全
体
に
つ
い
て

•
今
後
も
継
続
し
て
開
催
し
て
ほ
し
い
。
課

題
山
積
み
の
大
学
改
革
で
あ
る
た
め
、
終

わ
り
は
な
い
と
思
う
。

•
と
て
も
た
め
に
な
っ
た
の
で
、
法
人
の
若

い
職
員
に
も
聞
か
せ
た
い
と
思
っ
た
。

•
教
職
員
の
意
識
改
革
が
最
重
要
で
あ
り
、

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
よ
り
考
え
深
く
勉
強

に
な
っ
た
。

な
お
、
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
さ
れ
た
法
人
の

中
か
ら
、
経
営
相
談
の
申
し
込
み
や
講
師
の

先
生
・
事
業
団
職
員
へ
の
講
演
依
頼
等
も
あ

り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
法
人
の
改
革
に
向

け
た
意
欲
に
対
し
て
、
事
業
団
と
し
て
も

様
々
な
形
で
の
支
援
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー　

私
学
情
報
室

☎
〇
三（
三
二
三
〇
）七
八
四
四
・
七
八
四
五

Ｅ
メ
ー
ル　

center@
shigaku.go.jp

【プログラム】
○１日目（テーマ：一日で財務の見方を習得し、自法人の状況を把握する）

時　間 研　修　内　容　等 担　当　者
10：00～10：10
10：10～11：30
11：30～12：30
12：30～13：50
13：50～15：00
15：00～17：00

17：00～18：30

開会挨拶
講演「学校経営講座（学校法人会計基準）」
昼食会（参加者、理事長、理事）
講演「学校経営講座（財務分析）」
講演「学校経営講座（私学経営）」
個別法人分析会（各学校法人約60分）
専門家相談会　※希望する法人のみ

意見交換会（参加者、講師、理事長、理事）

理　　　事
職　　　員

職　　　員
職　　　員
職　　　員
専門家人材
バンク登録者

○２日目（テーマ：教学改革など大学の魅力向上に向けたマインド形成）

時　間 研　修　内　容　等 担　当　者
10：00～10：10
10：10～11：30
12：30～13：50
14：00～16：00

挨拶
講演①「私学に求められるもの」
講演②「大学の魅力向上に向けて」
シンポジウム（参加者、講師、理事長、理事）

理　事　長
講師（下表）
講師（下表）
職　　　員

【講演の内容】

講演①「私学に求められるもの」　講師及び講演内容 会場名
（対　象）

篠田　道夫 （日本福祉大学常任理事、文部科学省中央教育審議会大学分
科会大学教育部会委員）
「大学戦略経営論　～教学経営の確立を目指して～」

10/4京都
（学　長）山田　礼子 （同志社大学社会学部教授、文部科学省中央教育審議会大学

分科会大学教育部会委員）
「学士課程教育の質保証へむけて　～IRネットワークの構築
と活用～」

納谷　廣美 （大学基準協会会長、明治大学学事顧問、文部科学省中央教
育審議会大学分科会大学教育部会委員）
「明治大学の挑戦」

10/25大阪
（理事長）

老川　祥一 （読売新聞グループ本社取締役最高顧問、前読売新聞東京本
社代表取締役社長編集主幹）
「企業人・新聞人から見た日本の大学」

11/8東京
（学　長）

大坪　　檀 （新静岡学園理事長、静岡産業大学総合研究所所長、前静岡
産業大学学長、元米国ブリヂストンタイヤ代表責任者）
「地域が求める私立大学　～地域に根ざした大学経営につい
て　静岡産業大学の実践～」

11/29福岡
（理事長・学長）

黒田　壽二 （金沢工業大学学園長・総長、文部科学省中央教育審議会大
学分科会委員）
「学校法人が果たす役割と責務　～理事長の心得～」 12/18東京

（理事長）北山　禎介 （経済同友会教育問題委員会委員長、三井住友銀行取締役会
長、文部科学省中央教育審議会大学分科会委員）
「人材育成の必要性と大学のガバナンス」

講演②「大学の魅力向上に向けて」　講師及び講演内容 会場名
（対　象）

日向野　幹也 （立教大学経営学部教授・リーダーシップ研究所所長）
「教員・上級生・受講生で学び合う　～立教大学経営学部
BLP(ビジネスリーダーシッププログラム)～」

10/4京都
（学　長）

外村　幸雄 （中央大学キャリアセンター部長）
「集大成としてのキャリア支援　～中央大学の取組事例～」

10/25大阪
（理事長）

鈴木　典比古 （大学基準協会専務理事、前国際基督教大学学長、文部科学
省中央教育審議会大学分科会大学教育部会委員）
「学士課程教育の質的転換　～科目番号制、シラバス、GPA
など～」

11/8東京
（学　長）

羽根　拓也 （アクティブラーニング代表取締役社長）
「学生の成長する力を育成するアクティブラーニング」 11/29福岡

（理事長・学長）森　　朋子 （島根大学教育開発センター副センター長）
「学習者中心のＦＤと教育改善」

濱名　　篤 （濱名学院理事長、関西国際大学学長、文部科学省中央教育
審議会大学分科会大学教育部会委員）
「ハイ・インパクト・プラクティスの導入から始まる質保証」

12/18東京
（理事長）

※講師名の敬称は省略させていただきました。
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工
事
は
、
最
初
に
新
校
舎
を
同
じ
敷
地
内

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
建
設
し
ま
し
た
。
敷
地
の

広
さ
を
生
か
し
、
別
の
場
所
を
借
り
る
こ
と

な
く
、
学
校
全
体
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
徐
々
に

変
更
し
て
い
き
ま
し
た
。
生
徒
や
教
職
員
は

工
事
の
間
も
環
境
が
変
わ
る
こ
と
な
く
落
ち

着
い
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
と
の
こ
と
で

す
。
さ
ら
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
を
人
工
芝
に
入
れ
替
え
ま
し
た
。
順
調
に

建
設
が
進
み
、
二
十
一
年
十
二
月
に
完
成
し

ま
し
た
。主

体
性
を
育
て
る
空
間
の
充
実

新
校
舎
は
全
体
的
に
廊
下
幅
を
広
く
取

り
、
各
階
に
「
交
流
ス
ペ
ー
ス
」
と
呼
ん
で

い
る
ラ
ウ
ン
ジ
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
は
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
、
ソ
フ
ァ
が

配
置
さ
れ
、
昼
休
み
や
放
課
後
に
生
徒
が
自

由
に
集
ま
っ
て
語
り
合
う
こ
と
が
出
来
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
日
も
、
生
徒
が
集
ま
っ
て
、
学
習
し
て

い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

教
室
は
、落
ち
着
い
た
色
合
い
の
内
装
で
、

情
報
機
器
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
理
科
実
験
室
の
一
つ
は
階
段
教
室
に

な
っ
て
お
り
、
後
列
の
座
席
か
ら
で
も
教
壇

が
見
や
す
い
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

演
示
実
験
の
際
は
、
実
物
投
影
機
を
使
っ

て
手
元
を
拡
大
し
な
が
ら
生
徒
に
見
せ
る
こ

学
校
法
人 

北
越
高
等
学
校

対
象
校
：
北
越
高
等
学
校

所
在
地
：
新
潟
県
新
潟
市

対
象
事
業
：
校
舎
新
築
（
地
上
五
階
建
て
）

新
潟
駅
か
ら
徒
歩
十
五
分
、
広
々
と
し
た

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
印
象
的
な
北
越
高
等
学
校

キ
ャ
ン
パ
ス
に
取
材
で
訪
れ
ま
し
た
。

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
新
校
舎
で
、
木
村

宗
文
校
長
、
川
崎
哲
教
頭
、
増
村
文
夫
事
務

長
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

北
越
高
等
学
校
の
歩
み

北
越
高
等
学
校
は
昭
和
十
一
年
に
実
業
家

の
和
田
喜
一
郎
氏
の
篤
志
に
よ
り
、
心
身
と

も
に
健
康
で
人
間
性
豊
か
な
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
標
に
北
越
商
業
学
校
と
し
て
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
男
女
共
学
化
を

経
て
、昭
和
五
十
九
年
に
普
通
科
を
新
設
し
、

校
名
を
北
越
高
等
学
校
に
変
更
し
ま
し
た
。

平
成
十
九
年
に
は
商
業
科
を
廃
止
し
、
現
在

の
形
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
間
、「
報
恩
感
謝
、

勤
労
奉
仕
」
の
建
学
の
精
神
を
柱
に
、
多
く

の
人
材
を
世
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
意
見
で
新
校
舎
を

昭
和
三
十
八
年
か
ら
使
用
し
て
い
る
旧
校

舎
が
老
朽
化
し
た
た
め
、
平
成
七
年
、
校
舎

改
築
に
向
け
て
の
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

十
六
年
に
は
改
築
の
具
体
的
な
内
容
を
検
討

す
る
、
理
事
・
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び
同
窓
会

な
ど
で
構
成
さ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
在
校
生
や
専
門
家
な

ど
か
ら
幅
広
く
意
見
を
求
め
、
利
用
す
る
生

徒
・
教
職
員
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
採
り
、
そ

の
結
果
を
反
映
さ
せ
る
な
ど
、
入
念
な
打
ち

合
わ
せ
を
重
ね
な
が
ら
計
画
を
進
め
て
い
き

ま
し
た
。

事
業
団
資
金
で
明
日
を
拓
く

新
校
舎
の
も
と
「
学
び
」
と
「
ス
ポ
ー
ツ
」
の
両
立
で
生
徒
の
主
体
性
を
育
て
る

生徒、教職員の思いのこもった新校舎

広々とした廊下

生徒たちの集まる「交流スペース」生徒、教員から人気の高い階段教室



平成 2 5 年 2 月 1 日　第 1 8 2 号

8

助
成
業
務

と
が
可
能
で
、
理
科
実
験
の
ほ
か
に
も
幅
広

く
活
用
さ
れ
て
い
る
教
室
で
す
。

学
習
面
だ
け
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
た
め
、
第
一
ア
リ
ー
ナ
、
第

二
ア
リ
ー
ナ
と
呼
ば
れ
る
二
つ
の
体
育
館
が

あ
り
ま
す
。
生
徒
た
ち
が
室
内
球
技
、
武
道

に
励
む
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
第
一
ア
リ
ー
ナ

の
二
階
に
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
が
設
け
ら

れ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ

ム
に
匹
敵
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
器
具
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
雨
で
し
た
が
、
た
く

さ
ん
の
生
徒
が
そ
こ
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
様
子
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

運
動
場
は
、
以
前
は
土
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

た
め
に
、
水
は
け
が
悪
く
砂
埃
が
立
ち
ま
し

た
が
、
人
工
芝
に
し
た
こ
と
で
排
水
設
備
等

が
整
い
、
雨
の
後
で
も
す
ぐ
に
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

多
様
な
能
力
、
適
性
に
合
わ
せ
て

生
徒
を
育
て
る
三
コ
ー
ス
の
教
育

「
育
つ
学
校
、
育
て
る
学
校
」
と
し
て
北

越
高
等
学
校
で
は
多
様
な
能
力
、
適
性
を
伸

ば
す
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
高
校
卒
業
後

の
進
路
も
い
ろ
い
ろ
な
希
望
が
あ
り
、
様
々

な
道
に
進
ん
で
い
ま
す
。
生
徒
の
適
性
を
伸

ば
す
た
め
、
特
進
コ
ー
ス
、
普
通
コ
ー
ス
、

ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス
の
三
コ
ー
ス
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
充
実
し
た
設
備
が
こ
の
三
コ
ー
ス

の
教
育
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
か
ら
特
進
コ
ー
ス
をInt.

（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
特
進
コ
ー
ス
と

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
学
校
と
し
て
以
前
か
ら

考
え
て
い
た
「
国
際
人
材
の
育
成
」
を
目
的

と
し
た
コ
ー
ス
で
す
。

こ
の
コ
ー
ス
で
は
、
海
外
で
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
な
ど
を
通
し
て
視
野
を
広
げ
る
な
ど
、

特
に
英
語
の
授
業
や
各
種
の
講
座
を
充
実
さ

せ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
自
分
の
活
動
の
場

を
今
ま
で
以
上
に
広
げ
て
い
く
、
ま
た
、
海

外
の
人
と
の
交
流
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
け

る
生
徒
を
育
て
た
い
と
い
う
想
い
が
あ
る
と

の
こ
と
で
す
。

さ
ら
な
る
教
育
内
容
の
向
上
を
目
指
す

新
校
舎
建
て
替
え
に
よ
る
、
そ
の
後
の
反

響
に
つ
い
て
お
聞
き
き
し
ま
し
た
。

北
越
高
校
に
入
学
し
た
生
徒
に
志
望
理
由

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

新
し
く
環
境
の
よ
い
校
舎
が
志
望
す
る
中
学

生
の
心
を
掴
ん
だ
と
い
う
結
果
が
出
た
と
の

こ
と
で
す
。
ま
た
、
県
内
の
中
学
生
に
よ
る

学
校
訪
問
も
増
え
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
学
校
側
の
想
い
と

し
て
は
、
今
は
ハ
ー
ド
面
が
目
を
引
い
て
選

ば
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
後
は
、

特
色
の
あ
る
三
コ
ー
ス
の
教
育
内
容
に
将
来

へ
の
希
望
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
そ
の
た
め
に
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

能
力
や
個
性
を
引
き
出
し
、
伸
ば
し
続
け

て
い
け
る
よ
う
、
常
に
環
境
を
整
え
、「
世

界
に
向
か
っ
て
個
性
輝
く
学
校
づ
く
り
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
、
世
界
を
視
野

に
入
れ
な
が
ら
が
ん
ば
れ
る
子
ど
も
た
ち
を

育
て
た
い
と
い
う
言
葉
に
、
学
校
側
の
強
い

想
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

事
業
団
融
資
の
活
用

今
回
の
全
面
改
築
事
業
は
募
金
等
に
よ
る

自
己
資
金
、
国
、
県
及
び
市
か
ら
の
補
助
金
、

銀
行
か
ら
の
融
資
及
び
私
学
事
業
団
融
資
に

よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

本
事
業
団
融
資
は
、
固
定
金
利
、
元
金
均

等
返
済
で
二
十
年
の
長
期
計
画
が
立
て
ら
れ

る
こ
と
が
、
今
回
の
建
て
替
え
計
画
の
条
件

に
合
っ
た
た
め
、
ご
利
用
い
た
だ
い
た
と
の

こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
利
子
助
成
制
度
が
あ
っ
た
こ
と
も

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。

北
越
高
等
学
校
は
、
今
回
の
施
設
の
整
備

で
さ
ら
に
学
校
環
境
が
充
実
し
ま
し
た
。
そ

の
新
校
舎
で
は
、
授
業
、
自
主
学
習
、
部
活

動
に
励
む
生
徒
た
ち
の
姿
が
活
気
に
あ
ふ
れ

て
い
て
、
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

雨の日でも外周と同様にランニング
可能な第一アリーナ２階部分

さまざまな器具が揃うトレーニング室

白と紺を基調としたスタイリッシュな
ガラス張りの教室

融
資
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は･･･

私
学
振
興
事
業
本
部　

融
資
部　

融
資
課

☎
〇
三（
三
二
三
〇
）七
八
六
二
〜
七
八
六
七

Ｅ
メ
ー
ル　

yushi@
shigaku.go.jp
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■
提
出
上
の
注
意

① 

事
前
受
付
の
対
象
と
な
る
報
告
書
等
は
次

の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
通
常
分
の
報
告

書
等
と
は
区
別
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

② 

提
出
書
類
は
記
入
漏
れ
の
な
い
よ
う
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
学
校
記
号
番
号

に
誤
り
が
あ
る
と
別
の
学
校
法
人
等
で
決

定
し
て
し
ま
い
、
他
の
学
校
法
人
等
へ
大

変
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
正
確
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

③ 

「
資
格
取
得
報
告
書
」
に
つ
い
て
は
、
私

学
共
済
制
度
の
加
入
履
歴
を
確
認
し
、

「
１
．
新
規
資
格
取
得
」「
３
．
再
資
格
取

得
」
の
い
ず
れ
か
を
丸
で
囲
ん
で
く
だ
さ

い
（
継
続
資
格
取
得
は
事
前
受
付
の
対
象

外
で
す
）。

　

 

ま
た
、「
資
格
取
得
報
告
書
」
に
は
正
確

に
基
礎
年
金
番
号
を
記
入
す
る
と
と
も

に
、
基
礎
年
金
番
号
を
確
認
で
き
る
書
類

（
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
等
）
の
写
し
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

④ 

書
類
不
備
に
よ
る
返
送
等
が
あ
る
と
そ
の

分
、
加
入
者
証
及
び
確
認
通
知
書
等
の
発

送
が
遅
く
な
り
ま
す
。

⑤ 

任
意
継
続
加
入
者
が
引
き
続
い
て
四
月
一

日
か
ら
再
資
格
取
得
す
る
場
合
は
、
事
前

受
付
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

■
報
告
内
容
の
訂
正

① 

事
前
受
付
の
報
告
書
の
内
容
に
誤
り
が

あ
っ
た
と
き
は
、
必
ず
「
訂
正
申
出
書
」

等
に
よ
り
訂
正
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

資
格
取
得
・
資
格
喪
失
報
告
書
の
事
前
受
付

三
月
一
日
（
金
）
か
ら
受
け
付
け
を
始
め
ま
す

　

毎
年
三
月
末
か
ら
四
月
上
旬
は
資
格
取
得
や
資
格
喪
失
な
ど
の
届
け
出
が
集
中
し
ま
す
。
そ
こ

で
加
入
者
証
等
を
で
き
る
だ
け
早
く
お
届
け
す
る
た
め
に
、「
資
格
取
得
報
告
書
」
等
の
事
前
受

付
を
三
月
一
日
（
金
）
か
ら
実
施
し
ま
す
。
三
月
三
十
一
日
退
職
及
び
四
月
一
日
の
採
用
等
教
職

員
の
異
動
を
予
定
し
て
い
る
学
校
法
人
等
は
、
ぜ
ひ
事
前
受
付
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

例
年
、
取
得
時
給
与
の
訂
正
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
誤
り
の
な
い
よ
う
確
認
の
う

え
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

 

な
お
、
訂
正
処
理
後
の
加
入
者
証
等
の
発

送
は
四
月
中
旬
以
降
と
な
り
ま
す
。

② 

「
任
意
継
続
加
入
者
申
出
用
資
格
喪
失
報

告
書
」
を
提
出
し
た
後
に
再
就
職
が
決
定

し
、
資
格
喪
失
日
（
退
職
日
の
翌
日
）
か

ら
他
の
健
康
保
険
又
は
共
済
組
合
等
に
本

人
と
し
て
加
入
し
た
場
合
は
、
任
意
継
続

の
取
り
下
げ
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

 

な
お
、
次
の
事
由
に
よ
る
任
意
継
続
の
取

り
下
げ
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

・
配
偶
者
等
の
被
扶
養
者
と
な
る

　

・
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
と
な
る

■
加
入
者
証
等
の
取
り
扱
い

① 

三
月
三
十
一
日
退
職
者
は
、
退
職
日
ま
で

は
加
入
者
証
等
を
使
用
し
て
保
険
診
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
加
入
者
証
等

は
退
職
後
に
必
ず
回
収
し
て
く
だ
さ
い
。

② 

「
資
格
取
得
報
告
書
」
と
「
被
扶
養
者
認

定
申
請
書
」
を
同
時
に
提
出
し
た
場
合
で

も
、
被
扶
養
者
の
認
定
処
理
に
時
間
が
か

か
り
、
加
入
者
本
人
の
加
入
者
証
の
み
が

先
に
送
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
被

扶
養
者
認
定
に
つ
い
て
は
、
処
理
後
に
加

入
者
被
扶
養
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

③ 

報
告
内
容
の
訂
正
を
し
た
場
合
は
、
訂
正

処
理
後
に
正
し
い
内
容
の
加
入
者
証
等
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
訂
正
前
の
加
入
者
証

等
は
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

三
号
届
出
用
紙
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
四
年
四
月
か
ら
、
国
民
年
金
第

三
号
被
保
険
者
に
か
か
る
次
の
届
書
が
変
更

に
な
っ
て
い
ま
す
。
旧
用
紙
を
使
用
し
た
場

合
は
返
送
と
な
り
ま
す
の
で
必
ず
、
新
し
い

用
紙
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

▼ 

国
民
年
金
第
三
号
被
保
険
者
資
格
取
得
・

種
別
変
更
・
種
別
確
認
（
三
号
該
当
）
届

▼ 

国
民
年
金
第
三
号
被
保
険
者
資
格
喪
失
・

死
亡
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
変
更
（
訂

正
）
届

▼
国
民
年
金
被
保
険
者
住
所
変
更
届

対象となる報告書等 事由発生日

①資格取得報告書※

　・新規資格取得
　・再資格取得
②所属学校等変更報告書
③被扶養者認定申請書
　（取得と同時申請分に限ります）

４月１日
資格取得等

④資格喪失報告書
⑤ 任意継続加入者申出用資格喪
失報告書

３月31日
退職

※継続資格取得は対象外です。

【事前受付にかかる発送日等】
受付期間 ３月１日以降
決定日 受け付けから８日～10日後の火曜日・金曜日
発送日 決定日から３日後（土・日・祝日を除きます）

毎週２回の決定後に順次加入者証等の発送を行います。
※ 受け付けから加入者証等の発送までの事務処理におお
むね２週間（標準処理期間）が必要となります。
※ 標準処理期間内は、処理状況に関する電話照会を控え
ていただくようお願いします。
※ ３月中に加入者証等が学校法人等へ届いた場合でも、
４月１日以降に該当者に渡してください。

業
務
部
資
格
課
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一　

資
格
関
係 

資
格
課

　

資
格
喪
失
報
告
書　

　
「
資
格
喪
失
報
告
書
」
は
退
職
日
か
ら
十

日
以
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

退
職
日
の
翌
日
（
資
格
喪
失
日
）
か
ら
加

入
者
と
し
て
の
資
格
が
な
く
な
り
、
加
入
者

証
等
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
同
報
告
書
に
加

入
者
証
・
加
入
者
被
扶
養
者
証
及
び
高
齢
受

給
者
証
を
添
付
し
て
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
長
期
給
付
（
年
金
）
の
加
入
者
期

間
は
資
格
喪
失
日
の
属
す
る
月
の
前
月
ま
で

と
な
り
ま
す
（
月
末
の
退
職
は
退
職
し
た
月

ま
で
、
ま
た
、
月
途
中
で
の
退
職
は
そ
の
月

の
前
月
ま
で
が
加
入
者
期
間
に
な
り
ま
す
）。

　

長
期
給
付
加
入
者
記
録
票
の
送
付　

　

加
入
者
（
七
十
歳
未
満
）
が
資
格
喪
失
す
る

と
確
認
通
知
書
と
「
長
期
給
付
加
入
者
記
録

票
」を
学
校
法
人
等
あ
て
に
送
付
し
ま
す
の
で
、

退
職
し
た
加
入
者
に
必
ず
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
長
期
給
付
加
入
者
記
録
票
」
に
は
、
将

来
年
金
を
請
求
す
る
と
き
に
必
要
な
加
入
者

番
号
や
加
入
期
間
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

任
意
継
続
加
入
者
に
な
る
場
合　

　

退
職
日
ま
で
引
き
続
き
一
年
と
一
日
以
上

加
入
者
で
あ
っ
た
人
（
注
一
）
が
資
格
を
喪

失
し
た
と
き
に
任
意
継
続
加
入
者
に
な
る

と
、
喪
失
日
か
ら
最
長
二
年
間
（
注
二
）
は

短
期
給
付
（
休
業
給
付
を
除
き
ま
す
）
及
び

福
祉
事
業
（
貸
付
け
及
び
貯
金
等
を
除
き
ま

す
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

長
期
給
付
（
年
金
）
は
継
続
で
き
ま
せ
ん
。

　

任
意
継
続
加
入
者
を
希
望
す
る
場
合
は

「
任
意
継
続
加
入
者
申
出
用
資
格
喪
失
報
告

書
」
を
退
職
日
か
ら
二
十
日
以
内
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。後
日
、本
人
の
住
所
あ
て
に「
任

意
継
続
加
入
者
証
」「
任
意
継
続
掛
金
納
付
通

知
書
」（
口
座
引
落
し
は
で
き
ま
せ
ん
）等
を
送

付
し
ま
す
。
納
付
期
限
ま
で
に
掛
金
の
支
払

い
が
な
い
場
合
、
任
意
継
続
加
入
者
の
資
格

は
喪
失
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
注
一
）
任
意
継
続
加
入
者
の
申
し
出
の
条

件
で
あ
る「
引
き
続
き
一
年
と
一
日
以
上
」

の
期
間
に
は
、
過
去
の
任
意
継
続
加
入
者

の
期
間
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

（
注
二
）
喪
失
日
か
ら
二
年
の
間
に
七
十
五

歳
を
迎
え
る
人
に
つ
い
て
は
、
任
意
継
続

加
入
者
の
期
間
は
七
十
五
歳
の
誕
生
日
の

前
日
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

二　

短
期
関
係 

短
期
給
付
課

　

退
職
後
、
本
人
と
し
て
他
の
健
康
保
険
制

度
（
国
民
健
康
保
険
を
除
き
ま
す
）
に
加
入

し
た
と
き
を
除
き
私
学
共
済
制
度
の
資
格
喪

失
後
の
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
資
格
喪
失
後
の
給
付
に
付
加
給
付

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

出
産
費　

　

退
職
日
ま
で
引
き
続
き
一
年
以
上
加
入
者

で
あ
っ
た
人
が
資
格
喪
失
後
六
か
月
以
内
に

出
産
し
た
と
き
は
、
出
産
費
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

① 

資
格
喪
失
後
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

た
と
き
は
、
私
学
共
済
制
度
の
資
格
喪
失

後
の
出
産
費
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

② 

資
格
喪
失
後
、
家
族
の
被
扶
養
者
に
な
っ

た
と
き
は
、
家
族
出
産
費
（
又
は
家
族
出

産
育
児
一
時
金
）
を
受
け
る
か
、
私
学
共

済
制
度
の
資
格
喪
失
後
の
出
産
費
を
受
け

る
か
、
ど
ち
ら
か
一
方
を
選
択
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
（
両
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）。

　

な
お
、
共
済
組
合
や
健
康
保
険
制
度
（
国

民
健
康
保
険
を
除
き
ま
す
）
に
本
人
と
し
て

加
入
し
た
と
き
は
、
資
格
喪
失
後
の
出
産
費

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※ 

「
直
接
支
払
制
度
」を
利
用
す
る
と
き
は
、

「
私
学
事
業
団
か
ら
資
格
喪
失
後
の
出
産

費
を
受
け
る
資
格
が
あ
る
旨
」
の
証
明
書

を
医
療
機
関
等
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
証
明
書
は
本
人
が
文
書
で
共
済
事

業
本
部
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

ま
た
、「
受
取
代
理
制
度
」
を
利
用
す
る

と
き
は
、
出
産
予
定
日
の
二
か
月
前
以
降

に
「
出
産
費
申
請
書
（
受
取
代
理
用
）」

で
共
済
事
業
本
部
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

出
産
祝
品 

【
保
健
課
】

　

私
学
共
済
制
度
の
資
格
喪
失
後
の

出
産
費
を
受
け
、
引
き
続
き
養
育
す

る
場
合
は
、
出
産
祝
品
が
贈
呈
さ
れ

ま
す
。
被
扶
養
者
と
し
て
家
族
出
産

費
を
受
け
た
場
合
も
同
様
で
す
。

　

出
産
手
当
金　

　

退
職
日
ま
で
引
き
続
き
一
年
以
上
加
入
者

で
あ
っ
た
人
が
、
退
職
時
に
出
産
手
当
金
を

受
給
し
て
い
た
と
き
は
、
出
産
日
後
五
十
六

日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
退
職
日
ま
で
は
給
付
額
以
上
の
給

与
が
支
払
わ
れ
て
い
た
た
め
出
産
手
当
金
を

受
け
て
い
な
か
っ
た
人
も
、
出
産
日
後
五
十

六
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

た
だ
し
、
在
職
中
は
休
業
せ
ず
退
職
ま
で

勤
務
し
て
い
た
場
合
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

傷
病
手
当
金　

　

退
職
日
ま
で
引
き
続
き
一
年
以
上
加
入
者

で
あ
っ
た
人
が
、
退
職
後
も
労
働
能
力
が
な

く
療
養
し
て
い
る
状
態
が
継
続
し
て
い
る
場

合
は
、
支
給
期
間
一
年
六
か
月
を
限
度
と
し

て
傷
病
手
当
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

① 

退
職
時
に
傷
病
手
当
金
を
受
け
て
い
た
と

き
は
、
継
続
し
て
受
け
ら
れ
ま
す
。

② 

在
職
中
に
傷
病
手
当
金
を
受
け
る
要
件
を

満
た
し
て
い
な
が
ら
、
給
付
額
以
上
の
給

与
が
支
払
わ
れ
て
い
た
た
め
傷
病
手
当
金

を
受
け
て
い
な
か
っ
た
人
も
対
象
と
な
り

退
職
時
の
手
続
き
②

　
　
　
　
　

―
資
格
・
短
期
・
年
金
・
貸
付
―
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ま
す
。

　

な
お
、
雇
用
保
険
の
基
本
手
当
を
受
け
る

た
め
求
職
の
申
し
込
み
を
し
た
と
き
は
、
傷

病
手
当
金
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
障
害
給
付
（
年
金
又
は
一
時
金
）

及
び
退
職
・
老
齢
を
事
由
と
す
る
年
金
を
受

け
て
い
る
場
合
に
は
、
傷
病
手
当
金
を
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
支
給
さ
れ
る
年
金
の
日
額
が
傷

病
手
当
金
の
日
額
を
下
回
る
と
き
は
、
そ
の

差
額
が
傷
病
手
当
金
と
し
て
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

埋
葬
料　

　

加
入
者
が
退
職
後
三
か
月
以
内
に
死
亡
し

た
と
き
は
、
埋
葬
料
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
共
済
組
合
や
健
康
保
険
制
度
（
国

民
健
康
保
険
を
除
き
ま
す
）
に
本
人
と
し
て

加
入
し
た
と
き
は
、
資
格
喪
失
後
の
埋
葬
料

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

三　

年
金
関
係 

年
金
第
一
課

退
職
共
済
年
金
の
決
定
を
受
け
て

い
な
い
人
が
退
職
し
た
場
合

①
加
入
者
期
間
が
一
年
以
上
の
人

　

昭
和
二
十
八
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
は
、
六
十
歳
に
な
っ
た
と
き
に
退
職
共

済
年
金
の
受
給
権
が
生
じ
ま
す
。

　

昭
和
二
十
八
年
四
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ

た
人
は
、
支
給
開
始
年
齢
が
段
階
的
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
（
平
成
二
十
四
年
版
「
事
務

の
手
引
」
四
五
七
頁
参
照
）。

②
加
入
者
期
間
が
一
年
未
満
の
人

　

六
十
五
歳
に
な
っ
た
と
き
に
退
職
共
済
年

金
の
受
給
権
が
生
じ
ま
す
。

③
請
求
手
続
き

　

受
給
権
が
生
じ
る
二
〜
三
か
月
前
に
、
請

求
手
続
き
に
関
す
る
案
内
を
本
人
あ
て
に
送

付
し
ま
す
。
請
求
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
共

済
事
業
本
部
又
は
各
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
（
東

京
・
京
都
を
除
き
ま
す
）
の
共
済
業
務
課
に

照
会
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
在
職
中
に
退
職
共
済
年
金
の
受
給
権
が

生
じ
る
人
に
つ
い
て
は
、
学
校
あ
て
に
請
求

手
続
き
の
案
内
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
が
、

未
請
求
の
場
合
は
速
や
か
に
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
）

※ 

退
職
共
済
年
金
の
受
給
要
件
と
し
て
、
公

的
年
金
制
度
の
加
入
者
期
間
等
が
合
計
で

二
十
五
年
以
上
必
要
で
す
。

退
職
共
済
年
金
の
決
定
を
受
け
て

い
る
人
が
退
職
し
た
場
合

　

資
格
喪
失
を
確
認
後
、「
退
職
共
済
年
金

改
定
請
求
書
（
退
職
用
）」
を
年
金
者
あ
て
に

送
付
し
ま
す
の
で
、
学
校
法
人
等
を
経
由
せ

ず
、
共
済
事
業
本
部
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
退
職
後
一
か
月
以
内
に
再
び
私
学
共
済
の
加

入
者
と
な
っ
た
場
合
は
、
提
出
不
要
で
す
）。

　

た
だ
し
、六
十
五
歳
以
上
の「
支
給
繰
下
げ
」

を
希
望
し
た
人
が
退
職
し
た
場
合
、
こ
の
請

求
書
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
支
給
繰
下
げ
を

希
望
し
た
人
が
年
金
を
受
給
し
た
い
と
き
は
、

繰
下
げ
希
望
時
に
送
付
し
た
「
退
職
共
済
年

金
支
給
繰
下
げ
申
出
書
（
繰
下
げ
請
求
書
）」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
し
た
翌
月
分

の
年
金
か
ら
支
給
を
開
始
し
ま
す
。

【
六
十
五
歳
未
満
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
職
を
申
し
込
ん
だ
場
合
】

　

六
十
五
歳
未
満
の
人
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

求
職
の
申
し
込
み
を
し
た
と
き
は
、
届
け
出

が
必
要
で
す
の
で
、
共
済
事
業
本
部
に
照
会

し
て
く
だ
さ
い
。

【
他
の
被
用
者
年
金
制
度
等
に
加
入
の

場
合
】

　

退
職
共
済
年
金
・
障
害
共
済
年
金
の
受
給

権
者
が
、
他
の
被
用
者
年
金
制
度
等
に
加
入

し
た
と
き
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
の
で
、

共
済
事
業
本
部
に
照
会
し
て
く
だ
さ
い
。

【
七
十
歳
の
「
み
な
し
退
職
」
後
、
実
際

に
退
職
し
た
場
合
】

　

退
職
改
定
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
へ
の
届
け
出

　

退
職
し
た
加
入
者
本
人
ま
た
は
被
扶
養
者

で
あ
っ
た
配
偶
者
が
、
六
十
歳
未
満
で
、
無

職
又
は
自
営
業
と
な
る
と
き
は
、
市
区
町
村

の
国
民
年
金
担
当
窓
口
に
「
種
別
変
更
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

四　

貸
付
関
係 

貸
付
課

　

貸
付
け
は
、
学
校
法
人
等
を
退
職
す
る
こ

と
に
よ
り
加
入
者
資
格
を
喪
失
し
た
と
き
は
、

即
時
に
全
額
償
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
学
校
法
人
等
を
通
じ
て
払
い
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
な
お
、
あ
ら
か
じ
め
在
職
中
に

全
額
を
任
意
償
還
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
資
格
喪
失
の
確
認
後
に
即
時
償
還
を
す

る
場
合
】

　

学
校
法
人
等
が
提
出
し
た
「
資
格
喪
失
報

告
書
」
を
本
事
業
団
が
確
認
す
る
と
自
動
的

に
即
時
償
還
の
通
知
を
行
い
ま
す
。

①
最
終
定
期
償
還

　

原
則
と
し
て
資
格
喪
失
処
理
前
に
定
期
償

還
の
決
定
処
理
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
退
職

後
の
定
期
償
還
が
発
生
し
ま
す
。

②
償
還
期
限
（
払
込
期
限
）

　

償
還
通
知
書
の
交
付
日
か
ら
六
十
日
後
が

償
還
期
限
と
な
り
ま
す
。

③
即
時
償
還
の
額

　

最
終
定
期
償
還
後
の
元
金
残
と
払
込
日
ま

で
の
経
過
利
息
の
合
計
額
で
す
。

　

原
則
、
三
枚
の
払
込
取
扱
票
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
即
時
償
還
通
知
書
を
確
認
し
、
払

込
日
に
応
じ
た
払
込
取
扱
票
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
資
格
喪
失
の
事
前
受
付
と
即
時
償
還

　

年
度
末
に
実
施
し
て
い
る
事
前
受
付
で
資

格
喪
失
を
手
続
き
し
た
場
合
、
四
月
の
定
期

償
還
を
決
定
す
る
前
に
資
格
喪
失
が
確
認
で

き
る
た
め
、
三
月
が
最
終
定
期
償
還
に
な
り

ま
す
。

【
在
職
中
に
任
意
償
還
を
す
る
場
合
】

　

毎
月
十
五
日
（
必
着
）
ま
で
に
「
貸
付
金

任
意
償
還
・
団
信
制
度
脱
退
申
出
書
」
で
申
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療
養
費
の
支
給
対
象
範
囲
か
を
確
認
す
る

の
が
目
的
で
、
施
術
を
受
け
た
加
入
者
や

ご
家
族
の
不
正
受
給
を
調
査
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

受
診
し
て
か
ら
時
間
が
た
っ
て
い
る

た
め
、
正
確
に
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。

Ａ　
回
答
は
、
接
骨
院
で
受
診
し
た
と
き

の
記
憶
や
施
術
料
の
領
収
書
の
残
っ
て
い

る
範
囲
で
結
構
で
す
。
す
べ
て
の
質
問
に

正
確
に
回
答
で
き
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。

　
　

な
お
、
接
骨
院
や
施
術
師
へ
の
確
認
や

記
入
の
依
頼
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　

度
々
照
会
が
あ
り
自
分
が
疑
わ
れ
て

い
る
よ
う
で
迷
惑
で
す
。
ま
た
、
煩
雑

な
の
で
回
答
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

Ａ　
保
険
給
付
と
し
て
の
療
養
費
支
給
の
適

正
化
の
た
め
の
確
認
で
あ
り
、
回
答
は
任

意
で
は
あ
り
ま
す
が
、
出
来
る
限
り
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
施
術
に
関
し
て
照
会
す
る
主
な
内
容

　

•
施
術
し
た
負
傷
の
原
因

　

•
通
院
期
間

　

•
療
養
費
の
受
領
に
関
す
る
委
任
の
状
況

　

•
施
術
し
た
部
位
（
体
の
部
分
）

し
出
る
と
、任
意
償
還
の
通
知
を
行
い
ま
す
。

① 
最
終
定
期
償
還

　

任
意
償
還
申
出
書
の
提
出
期
限
日
の
翌
月

の
定
期
償
還
は
発
生
せ
ず
、
当
月
の
定
期
償

還
が
最
終
に
な
り
ま
す
。

② 

償
還
期
限
（
払
込
期
限
）

　

最
終
定
期
償
還
の
償
還
期
限
と
同
日
で
す

（
例
え
ば
、
貸
付
日
二
日
の
借
受
人
が
、
三

月
十
五
日
ま
で
に
任
意
償
還
の
申
出
を
し
た

場
合
、四
月
一
日
が
償
還
期
限
と
な
り
ま
す
）。

③ 

任
意
償
還
の
額

　

最
終
定
期
償
還
後
の
元
金
残
額
に
な
り
ま

す
が
、
半
年
払
償
還
を
併
用
し
て
い
る
場
合

に
限
り
、
直
近
の
半
年
払
の
償
還
月
か
ら
払

込
日
ま
で
の
経
過
利
息
が
か
か
り
ま
す
。

　

な
お
、
償
還
期
限
（
払
込
期
限
）
を
超
え

て
払
い
込
ん
だ
場
合
、
後
日
、
学
校
法
人
等

を
通
じ
て
不
足
利
息
を
請
求
し
ま
す
。

「
退
職
者
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

〔
平
成
二
十
四
年
度
版
〕」
を
作
成

し
ま
し
た 

【
広
報
班
】

　

加
入
者
が
、
退
職
す
る
際
に
必
要
と

な
る
私
学
共
済
制
度
に
関
す
る
手
続
き

等
を
ご
案
内
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
ま
し
た
。

　

本
誌
に
同
封
し
て
お
り
ま
す
が
、
追

加
送
付
を
希
望
す
る
場
合
は
広
報
班
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
私
学
共
済
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
〔
事
務
担
当
者
コ
ー
ナ
ー
〕

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

接
骨
院
・
整
骨
院
は
、
保
険
医
療
機
関
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
柔
道
整
復
師
の
施
術

を
受
け
た
と
き
、
本
来
は
施
術
費
用
の
全
額

を
支
払
い
、
療
養
費
の
請
求
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
多
く
の
接
骨
院
・
整
骨
院
で
は
、

医
療
機
関
と
同
様
に
加
入
者
証
等
を
提
示
す

る
こ
と
で
保
険
適
用
し
た
一
部
負
担
の
支
払

い
で
済
み
ま
す
。
こ
れ
は
、「
療
養
費
の
受
領

委
任
払
い
」
と
い
う
仕
組
み
を
利
用
し
て
い

る
か
ら
で
す
。
受
領
委
任
払
い
扱
い
に
す
る

と
、
柔
道
整
復
師
は
施
術
内
容
と
費
用
を
私

学
事
業
団
に
直
接
報
告
し
、
本
事
業
団
は
療

養
費
相
当
額
を
柔
道
整
復
師
に
支
払
い
ま
す
。

●
施
術
内
容
の
照
会

柔
道
整
復
師
の
施
術
の
う
ち
、
保
険
扱
い

の
療
養
費
支
給
対
象
に
な
る
の
は
一
部
の
施

術
の
み
で
す
。
こ
の
た
め
、
施
術
内
容
が
療

養
費
の
支
給
対
象
の
範
囲
か
を
確
認
す
る
た

め
、
受
診
者
に
負
傷
の
原
因
や
施
術
内
容
の

照
会
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
本
事
業
団
が
業
務
委
託
し

た
会
社
（
平
成
二
十
四
年
度
契
約
会
社
は
ガ

リ
バ
ー
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
株
））
が
、

「
整
骨
院
・
接
骨
院
で
の
施
術
に
つ
い
て
【
照

会
】」
を
加
入
者
の
所
属
す
る
学
校
法
人
等

に
送
付
し
ま
す
の
で
、
該
当
の
加
入
者
に
お

渡
し
く
だ
さ
い
。

●
施
術
内
容
の
回
答
方
法

施
術
内
容
の
照
会
を
受
け
取
っ
た
加
入
者

や
被
扶
養
者
の
方
は
、
施
術
を
受
け
た
と
き

の
ご
自
身
の
記
憶
・
記
録
や
領
収
書
（
発
行

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
）
等
を
元
に
照

会
に
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。
施
術
を
受
け
た

整
骨
院
・
接
骨
院
に
確
認
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

回
答
を
記
入
し
た
照
会
文
は
、
同
封
さ
れ

て
い
る
返
信
用
封
筒
で
返
信
し
て
く
だ
さ
い

（
宛
先
は
委
託
会
社
に
な
っ
て
い
ま
す
）。

● 

施
術
内
容
の
照
会
に
つ
い
て
の
よ
く
あ
る

お
問
い
合
わ
せ
〔
Ｑ
＆
Ａ
〕

　
　

も
う
こ
こ
の
接
骨
院
等
で
受
診
し
て

は
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ　
照
会
は
療
養
費
支
給
の
適
正
化
を
図
り

保
険
者
と
し
て
の
機
能
を
強
化
す
る
た
め

で
あ
り
、
個
々
の
接
骨
院
で
の
受
診
や
柔

道
整
復
の
施
術
を
制
限
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
　

施
術
費
用
の
不
正
受
給
に
関
わ
っ

て
い
る
と
疑
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？

Ａ　
あ
く
ま
で
柔
道
整
復
師
の
施
術
内
容
が

接
骨
院
・
整
骨
院
の
施
術
に
つ
い
て
の
照
会

業
務
部 

短
期
給
付
課

ＱＱ

ＱＱ
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加
入
者
の
資
格
取
得

　

学
校
法
人
等
に
使
用
さ
れ
る
者
で
、
給
与

を
受
け
る
人
は
、年
齢
や
国
籍
に
関
係
な
く
、

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
第
十
四
条
に
基
づ

き
、私
学
共
済
制
度
の
加
入
者
と
な
り
ま
す
。

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法

第
十
四
条
（
加
入
者
）

　

私
立
学
校
法
第
三
条
に
定
め
る
学
校
法

人
、
同
法
第
六
十
四
条
第
四
項
の
法
人
又

は
事
業
団
（
以
下
「
学
校
法
人
等
」
と
い

う
。）
に
使
用
さ
れ
る
者
で
学
校
法
人
等

か
ら
給
与
を
受
け
る
も
の
（
次
に
掲
げ
る

者
を
除
く
。以
下「
教
職
員
等
」と
い
う
。）

は
、
私
立
学
校
教
職
員
共
済
制
度
の
加
入

者
と
す
る
。

一　

船
員
保
険
の
被
保
険
者

二　

専
任
で
な
い
者

三　

臨
時
に
使
用
さ
れ
る
者

四　

 

前
三
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
常
時

勤
務
に
服
し
な
い
者

　
「
学
校
法
人
等
に
使
用
さ
れ
る
者
」
と
は
、

学
校
法
人
等
と
実
質
上
の
雇
用
関
係
が
あ
り
、

給
与
や
賃
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
人
を
い
い

ま
す
の
で
、
試
用
期
間
と
い
う
形
で
勤
務
す

る
場
合
や
、
法
人
の
代
表
者
等
が
給
与
の
支

払
い
を
受
け
る
場
合
な
ど
も
該
当
し
ま
す
。

加
入
者
の
資
格
喪
失

　

加
入
者
の
資
格
は
、
次
の
①
〜
⑥
の
事
由

に
該
当
し
た
と
き
に
は
喪
失
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
（
法
第
十
六
条
）。

①
死
亡
し
た
と
き

②
退
職
し
た
と
き

③ 
専
任
で
な
く
な
っ
た
と
き
、
常
時
勤
務

に
服
し
な
い
者
と
な
っ
た
と
き

④
無
給
と
な
っ
た
と
き

⑤ 

勤
務
し
て
い
る
学
校
法
人
等
が
解
散
し

た
と
き

⑥
解
雇
と
な
っ
た
と
き

　

た
だ
し
、
③
又
は
④
と
な
っ
た
と
き
で
も

加
入
者
資
格
が
認
め
ら
れ
る
特
例
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
平
成
二
十
四
年
版
「
事
務

の
手
引
」
六
七
〜
六
九
頁
「
休
職
者
に
つ
い

て
の
特
例
」
及
び
七
八
〜
八
〇
頁
「
加
入
者

の
資
格
喪
失
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

取
得
・
喪
失
の
報
告

　

採
用
さ
れ
た
教
職
員
等
が
資
格
要
件
を
満

た
し
加
入
者
に
該
当
し
た
と
き
や
、加
入
後
、

資
格
喪
失
の
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
、
学
校

法
人
等
は
十
日
以
内
に
所
定
の
報
告
書
を
私

学
事
業
団
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
度
、
保
健
事
業
を
見
直
す
に
あ
た

り
、
加
入
者
の
皆
様
及
び
学
校
法
人
等
の

ニ
ー
ズ
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
た

め
、
加
入
者
向
け
と
学
校
法
人
向
け
の
二

種
類
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

加
入
者
向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

は
無
作
為
抽
出
し
た
二
、
〇
〇
〇
人
を
対

象
に
三
月
上
旬
に
学
校
法
人
等
あ
て
に
送

付
し
ま
す
。
該
当
し
た
学
校
法
人
等
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
所
属
す
る
加
入
者
に
ア

ン
ケ
ー
ト
と
返
信
用
封
筒
を
お
渡
し
い
た

だ
き
、
三
月
二
十
九
日
（
金
）
ま
で
に
私

学
事
業
団
あ
て
に
ご
返
送
く
だ
さ
る
よ
う

お
伝
え
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
加
入
者
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
に
該

当
し
た
学
校
法
人
等
に
は
、
学
校
法
人
向

け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
送
付
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ご
回
答
の
う
え
本
事
業
団

ま
で
ご
返
送
を
お
願
い
し
ま
す
。
提
出
期

日
は
加
入
者
向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
同
じ

と
な
り
ま
す
。

ご
多
忙
中
と
は
存
じ
ま
す
が
、
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
学
共
済
制
度
の
加
入
者
資
格

業
務
部 

資
格
課

　

学
校
法
人
等
に
使
用
さ
れ
、
給
与
を
受
け
る
人
は
私
学
共
済
制
度
の
加
入
者
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
退
職
し
た
と
き
や
常
時
勤
務
に
服
し
な
い
者
と
な
っ
た
と
き
は
、
加
入
者
の
資
格
を
喪
失
し

ま
す
。
個
人
の
意
思
で
加
入
・
脱
退
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

福
祉
部 

保
健
課

保
健
事
業
に
関
す
る

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

　
　
　
　
　

実
施
し
ま
す

　

私
学
事
業
団
で
は
、
介
護
に
関
す
る
ビ
デ

オ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

●
貸
し
出
し
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

①
「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ブ
ッ
ク　

新
し
い
介
護
」

　
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
全
一
巻
）

②
「
在
宅
介
護
教
室
」

　
（
ビ
デ
オ
全
五
巻
又
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
全
一
巻
）

③
「
す
こ
や
か
シ
ル
バ
ー
介
護
」

　
（
ビ
デ
オ
全
八
巻
）

④
「
在
宅
介
護
の
基
礎
と
実
践
」

　
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
全
十
巻
）

　

詳
し
く
は
、「
私
学
共
済
ブ
ッ
ク
２
０

１
２
〔
保
健
・
宿
泊
編
〕」
又
は
、
私
学

共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
と
く
と
く
情
報
▼

全
国
共
通
〕
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
方
法

　
「
介
護
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
借
入
申
込
書
」
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
各
ガ
ー
デ
ン
パ

レ
ス
共
済
業
務
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

※ 

申
込
書
は
、「
私
学
共
済
ブ
ッ
ク
２
０
１

２
〔
保
健
・
宿
泊
編
〕」
又
は
、
私
学
共

済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
な
お
、
返
却
に
か
か
る
送
料
は

実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。

介
護
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

福
祉
部 

保
健
課



任意継続加入者掛金納付通知書の送付

（１）平成25年３月中に任意継続加入期間が満了する人

　３月上旬に、「任意継続加入期間満了のお知らせ」と

国民健康保険等へ加入する際に必要となる「資格証明書」

を任意継続加入者の住所あてに送付します。

（２）25年４月以降引き続き任意継続加入期間のある人

　３月上旬に25年度分の「任意継続掛金納付通知書」（以

下「納付通知書」といいます）を任意継続加入者の住所

あてに送付します。

（３） 25年度中に満75歳になり、後期高齢者医療制度の

対象となる任意継続加入者について

　75歳の誕生日（資格喪失日）の属する月の前月分まで

の「納付通知書」を送付します。75歳の誕生月以降は広

域連合に後期高齢者医療制度の保険料を納付することに

なります。

　なお、誕生月の前月に事前連絡書及び75歳未満の被扶

養者が国民健康保険等に加入する際に必要となる「資格

証明書」を任意継続加入者の住所あてに送付します（「資

格証明書」は、被扶養者の有無に関わらず、すべての人

に送付します）。

 【掛金課】

短期給付金等の受け取り及び
掛金等の納付方法（お願い）

　給付金等の受け取りを確実にするため、払出証書で給

付金等を受け取っている学校法人等は、「短期給付金・

貸付金・積立貯金受取金融機関口座等申出書」により、

金融機関の預金口座への送金に変更をお願いします。

　また、掛金等及び貸付償還金を払込通知票により納付

している学校法人等は、「預金口座振替依頼書・自動払

込利用申込書」により、指定口座からの自動引き落とし

ができる便利な預金口座振替をご利用ください。

　これにより、手数料等の事務費節減にもつながります

のでご協力をお願いします。

 【経理第二課】

加入者向広報「レター」３月号等の送付

　加入者向広報「レター」３月号等を３月上旬に学校法

人等あてに送付します。送付部数は１月末現在の加入者

数となっています。不足の場合は広報班までご連絡くだ

さい。

　「レター」には私学事業団が加入者にお知らせするべ

き様々な情報を掲載していますので、全員に配付してい

ただくようお願いします。

　なお、広報誌は通常「事務連絡先」に送付しています

が、送付先を「学校所在地」に変更することもできます。

その場合は「広報誌等送付先変更届書」の提出が必要に

なりますので、私学共済ホームページ〔様式用紙等のダ

ウンロード〕からダウンロードしてご使用ください。

 【広報班】

共済事業本部
〒113 - 8441　文京区湯島1-7-5

☎03（3813）5321（代表）
ご照会の際には、学校記号番号、加入者番号を
お手元にご用意ください。

共済業務

４日（月） 貸付  送金

６日（水） 貸付  １月分定期償還期限

８日（金） 貯金  払込期限（必着）

15日（金） 貸付  ３月４日送金申し込み・任意償還申出締め切り

20日（水） 貯金  送金

22日（金） 貸付  送金

25日（月）
貯金  払戻・解約請求締め切り
積立共済年金  脱退申出等締め切り

28日（木）

掛金  １月分掛金口座振替（自振校のみ）
掛金  １月分納期限
貸付  ２月分定期償還口座振替（自振校のみ）
貸付  ３月22日送金申し込み締め切り

１日（金） 資格  事前受付開始

４日（月） 貸付  送金

６日（水） 貸付  ２月分定期償還期限

８日（金） 貯金  払込期限（必着）

15日（金） 貸付  ４月２日送金申し込み・任意償還申出締め切り

月の共済業務スケジュール月の共済業務スケジュール２２

月の共済業務スケジュール月の共済業務スケジュール３３
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私学事業団ホームページ　http://www.shigaku.go.jp/
助成業務　http://www.shigaku.go.jp/s_home.htm
共済業務　http://www.shigakukyosai.jp/（私学共済ホームページ）



　なお、３月末は寄付金の受け入れが集中するため、寄
付金受領書発行に時間がかかりますので、ご了承くださ
い。
　また、寄付金受領書の日付は私学事業団への着金日で
す。寄付者（法人）の決算時期に留意し、早めにご送金
ください。
 助成部　寄付金課
 ☎03（3230）7317・7318
 Ｅメール　kifukin@shigaku.go.jp

「学術研究振興基金」への寄付のお願い

　「学術研究振興資金」は、私学事業団が広く一般から
受け入れる寄付金を基金として運用し、この運用益を私
立大学、私立短期大学、私立高等専門学校の優れた学術
研究に対して、毎年度交付するものです。平成24年度は
101件の研究に交付しました。
　「学術研究振興資金」の原資に当たる「学術研究振興
基金」は、昭和50年に設立され、企業・団体や個人の篤
志家等からの寄付金により、25年１月末現在で53億9,165
万円となっています。
　この基金に対する寄付金は、特定公益増進法人に対す
る寄付の取り扱いとなり、寄付者は、所得税や法人税法
上の優遇措置を受けることができます。また、相続・遺
贈によって得た財産からの寄付についても、全額が相続
税の課税価格の計算の基礎から除かれます。
　私学における学術研究の発展や、若手研究者の奨励に
も寄与できるこの「学術研究振興基金」への皆様からの
ご寄付をぜひお願いします。

※本基金への募金協力についての詳細は、私学事業団
ホームページ▶助成業務▶寄付金▶「募金協力へのお願
い」に掲載していますので、ご参照ください。

 助成部　寄付金課
 ☎03（3230）7316・7319
 Ｅメール　kifukin@shigaku.go.jp

私学振興事業本部
〒102 - 8145　千代田区富士見1-10-12

☎03（3230）1321（代表）
助成業務

助成業務の貸付金にかかる償還のご案内
（平成25年３月分）

　助成業務の貸付金にかかる元金・利息の償還について
は、契約締結後に送付しました「償還年次表」、及び後日
送付します「貸付金返済期日のご案内」を参照のうえ、払
込指定期日までに私学事業団指定口座にご入金ください。
　払込指定期日を過ぎますと、その翌日から支払日（本
事業団の口座に入金された日）までの期間について、遅
延損害金が発生しますので、ご注意ください。
　償還金の振り込みにあたっては、次の点に留意してく
ださい。
　① 「貸付金返済期日のご案内（払込依頼書）」を使用し、
「電信扱い」にしてください。

　② インターネットバンキング等を利用する場合は、「振
込依頼書」に記載の法人番号と法人名を通信欄にご
入力のうえ、振り込みを行ってください。

　③ 償還金は、設置学校ごとに分割して振り込まず、必
ず「学校法人単位」で一括してお振り込みください。

　特に３月は約定償還月にあたります。お忘れのないよ
うお願いします。
 融資部　融資課
 ☎03（3230）7869～7871
 Ｅメール　yushi@shigaku.go.jp

受配者指定寄付金
寄付金配付申請書類の受け付け

本年度の寄付金配付申請については、
３月14日（木）到着分までを

年度内の配付（送金）とします。
　年度内に寄付金の配付を必要とされる場合は、配付申
請書類の提出時期にご留意ください。

ホームページ休止及びメールサーバ停止のお知らせ
　電気設備点検のため私学事業団ホームページのうち「トップページ（http://www.shigaku.go.jp/）」、「私学振興事
業本部（助成業務）ページ」、学校法人ポータルサイト、「共済事業本部（共済業務）ページ」の「年金情報提供サー
ビス」は、２月15日（金）午後５時45分から２月18日（月）午前９時まで休止します。
　なお、メールサーバも停止します。停止期間中はメールの受信はできませんので、本事業団への送信はお控えください。
※「年金情報提供サービス」以外の「共済事業本部（共済業務）ページ」は通常どおり利用できます。
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融資事業のご案内融資事業のご案内

宿泊施設のご案内宿泊施設のご案内
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（禁無断転載） 

私学共済ホームページから宿泊予約ができます。
http://www.shigakukyosai.jp/

問 い 合わせ先
（私学振興事業本部）

融資部　融資課　☎03（3230）7862～7867
Ｅメール yushi＠shigaku.go.jpご相談はお早目にどうぞ

平成25年度融資のご相談、お待ちしています！

校舎、園舎等の施設の建築
（改修も含みます）

校地、園地の購入

機器備品の購入

　私学事業団融資は、長期資金（据置期間
を含めて最大20年）・固定金利・元金均等
償還です。
　施設整備をご計画なら「安心で、安定感
のある」本事業団資金のご利用を検討され
てはいかがでしょうか。

　25年度融資のご希望については、２月下
旬から３月上旬頃に照会予定です。

■融資金利表（平成25年２月１日現在）

融資費目
返済期間

20年以内
（うち据置２年）

10年以内
（据置年数含む）

６年以内
（据置年数含む）

【一般施設費】
　　 校(園)舎、体育館、講堂、遊

戯室等の建築事業等並びに校
(園)地の買収事業等

年％ 年％ 年％

1.5 0.8 0.6
【特別施設費】
　　 寄宿舎、国際交流会館、セミ

ナーハウス等の建築事業並び
に当該施設建築のための土地
買収事業等

1.6 0.9 ―

【教育環境整備費】
　　校教具、通園バス等の購入
　　 ※幼稚園、特別支援学校、専

修学校が対象
― ―

5年6か月以内
（うち据置6か月）

0.5
【教育環境整備費】
　　 大型設備・情報技術整備等 ― 0.8 ―
※融資金利は毎月の金利情勢により変更することがあります。
※上記費目以外にも災害復旧事業、公害対策事業等が対象となります。

札幌ガーデンパレスには、「チ・カ・ホ」でお越しください
「チカホ」とは、札幌市営地下鉄「さっぽろ」駅と「大通」
駅を結ぶ「札幌駅前通地下歩行空間」（地下歩道）の愛称で、
一昨年の春に完成しました。その「チカホ」を利用すれば、
⑥番出口又は⑧番出口から「札幌ガーデンパレス」まで徒歩
３分！！　札幌駅方面・大通り方面への移動に大変便利です。

〒060-0001　札幌市中央区北１条西６丁目　☎011（261）5311
（ＪＲ「札幌」駅南口から徒歩７分。地下鉄「大通」駅下車、徒歩５分。「札幌」
駅前地下歩行空間⑥番出口又は⑧番出口から徒歩３分）
http://www.hotelgp-sapporo.com

加入者料金（１泊食事なし）
　・スタンダードシングル　（１名様）　4,700 円～
　・デラックスシングル　　（１名様）　5,500 円～
　・デラックスツイン　　　（２名様）　9,500 円～

デラックスツインルーム（イメージ）

地下歩行空間イメージパース

みんなで泊まろう～ファミリー＆グループプラン
１泊朝食付　ツ イ ン （２名様） 9,400円～
　　　　　　トリプル （３名様） 12,900円～
【特典】　・アーリーチェックイン　13：00
　　　　　・レイトチェックアウト　12：00
　　　　　・入浴剤プレゼント


